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公
共
交
通
充
実
が
理
念

米
国

・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
は
、
人
口
約
７０
万
人
、

都
市
圏
で
は
２
０
０
万
人

近
い
、
全
米
で
も
転
入
者

が
後
を
絶
た
な
い
住
み
た

い
ま
ち
と
し
て
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
位
置

す
る
オ
レ

ゴ

ン
州

の
最

大

の
都
市

で
あ
る
。
都

市
計
画
や

交
通
政
策
を
学
ぶ
者
の
み

な
ら
ず
、
実
践
す
る
者
に

と

っ
て
も
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
都
市
政
策
や
ま
ち
づ

く
り
は
、
と
て
も
参
考
に

な
る
生
き
た
教
科
書
で
あ

る
。こ

の
ま
ち
に
昨
年
の
１１

月
下
旬
と
今
年
の
３
月
末

に
、
岡
山
大
学
機
能
強
化

戦
略
経
費
に
よ
る

「
持
続

可
能
な
地
方
都
市
形
成
の

な
か
む
ら

・
り
ょ
う
へ
い

公
共
空
間
の
創
出
で
あ
る
。

代
表
的
な
の
は

「パ
イ
オ
ニ

ア

・
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス

・
ス
ク

エ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
旧
裁
判

所
前
に
広
が
る
空
間
で
、
そ

の
中
心
部
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
露
天
商
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
あ
い

一
路
面
電
車
を
軸
に
街
づ
く
り
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ま

っ
て
、
周
辺
に
商
業
施
設

が
張
り
つ
い
た
結
果
、
人
通

り
は
絶
え
な
い
。
こ
の
公
共

空
間
の
両
側
を
路
面
電
車
が

走
る
。

路
面
電
車
は
、
市
内
を
中

心
に
走
る
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ー

と
呼
ば
れ
る
電
車
と
、
郊
外

に
出
る
と
高
速
鉄
道
に
変
わ

る
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
２
種
類

が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

な
ん
と
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
路
線
が
走
り
、
停
留
所

も
あ
る
。

市
民
が
サ
ポ
ー
ト

確
か
に
米
国
の
他
都
市
と

比

べ
て
、
ダ
ウ

ン

タ
ウ

ン

の
車

の
量
は
明
ら

か
に
少

な
い
。

コ
ン
パ

ク
ト
な
ま

ち
と
公
共
交
通

機
関
の
充

実
は
、
住
む
人

だ
け
で
な

く
訪
れ
る
人
に

と

っ
て
も

利
便
性
と
侠
適

性
を
高
め

る
。ま

ち
の
た
め
に
良
い
と
判

断
し
た
政
策
は
、
そ
れ
を
貫

く
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
判
断
は
最
終
的

に
は
市
長
の
決
断
に
よ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至

る
に
は
徹
底
的
な
情
報
公
開

に
基
づ
く
住
民
参
加
の
形
態

が
取
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、

市
の
政
策
は
多
く
の
市
民
に

よ

っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
し
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
市
民
も
そ
れ
に

応
え
て
い
る
と
い
う
良
い
関

係
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

京
都
大
工
学
部
卒
、
筑
波
大
大
学
院
社

会
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
■
９

９
４
年
か
ら
岡
山
大
経
済
学
部
教
授
。

２
０
０
６
年
か
ら
岡
山
大
大
学
院
社
会

文
化
科
学
研
究
科
教
授
。
１０
年
か
ら
同

学
部
副
学
部
長
。
専
門
は
地
域
公
共
政

策
，
高
松
市
出
身
。

あ
っ
た
。わ
が
国
で
あ
れ
ば
、

そ
の
段
階
で
費
用
対
効
果
が

１
を
下
回
る
と
い
う
こ
と
で

路
面
電
車
の
延
伸
は
廃
案
と

な
る
。

だ
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
バ
ス
や

は
、
大
前
提
と
し
て

「公
共

路
面
電
車
（ラ
イ
ト
レ
ー
ル
）
交
通
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
の
公
共
交
通
の
充
実
し

を
推
進
す
る
、
つ
ま
り
根
底

た
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い

に

「公
共
交
通
の
充
実
は
住

る
が
、
か
つ
て
■
９
７
０
年

む
人
と
ま
ち
を
豊
か
に
す

代
に
お
い
て
、
路
面
電
車
の

る
」
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
。
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国
際
比
較
研
究
」
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
の

一
環
で
、
大
学
問
の

交
流
促
進
も
兼
ね
て
同
僚
３

人
と
２
度
訪
れ
た
。

需
要
増
や
す
努
力

整
備
や
延
伸
を
計
画
し
た

際
、
事
前
の
需
要
予
測
結
果

か
ら
市
は
そ
れ
に
懐
疑
的
で

そ
れ
で
あ
れ
ば
何
と
か
公
共

交
通
へ
の
需
要
を
増
や
そ
う

と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

大
学
内
に
路
線

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
で
は

運
賃
を
無
料
と
し
、
運
行
時

間
の
間
隔
を
短
く
し
た
。
さ

ら
に
市
街
地
再
開
発
に
よ
る

中
村
良
平
岡
山
大
大
学
院
教
授
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中
村
良
平
岡
山
大
大
学
院
教
授

ポ
，
ト
ラ
ン
ド
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
広
場
。
郊
外
へ

の
都
市
拡
大
を
抑
制
す
る

一
方
で
、
中
心
部
の
魅
力
を

高
め
た

戦
略
で
あ
る
。
い
ま
は
環
境

技
術

・
産
業
を
基
軸
と
し
た

「
グ
リ
ト
ン

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー

・
ク
ラ
ス
タ
ー
戦
略
」
を

掲
げ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

技
術
な
ど
環
境
技
術
の
企
業

に
お
け
る
移
出
産
業
部
門
の

成
長
と
雇
用
創
出
を
目
指

し
、
積
極
的
に
海
外
の
都
市

に
赴
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し

出
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
企

業
の
製
品
の
移
出
先
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
環
境
技
術
を
生

か
せ
る
企
業
の
連
携
、
上
流

と
下
流
の
産
業
連
関
を
域
外

に
求
め
る
と
い
う
姿
勢
だ
。

岡
山
の
企
業
も
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
け
る
か

も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
も
岡
山
市
の
ま
ち

づ
く
り
や
都
市
政
策
、
産
業

振
興
策
に
大
い
に
参
考
と
な

る
。地

元
大
学
と
連
携

も
う

一
つ
、
特
筆
す
べ
き

は
、
地
元
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州
立
大
と
の
連
携
が
密
で
あ

る
こ
さ
。
同
大
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
る
と

「良
い
ま
ち

に
は
素
晴
ら
し
い
大
学
が
あ

り
、
い
い
大
学
は
良
い
ま
ち

を
必
要
と
す
る
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
市
の
経

済
、
雇
用
面
に
ど
れ
だ
け
大

学
が
貢
献
し
て
い
る
か
を
数

字
で
示
し
て
い
る
。

研
究
面
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
と
大
学
と
共
同
で
の
地
域

の
交
通
経
済
分
析
や
将
来
像

の
予
測
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
大
学
教
育
プ

ロ
グ
ラ

ム
で
も
住
民
参
加
型
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
が
多
数
組
ま
れ
て
い

る
。ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
は
岡
山
市

と
同
様
、
地
方
中
核
都
市
だ
。

バ
ラ
園
を
は
じ
め
と
す
る
庭

園
が
あ
り
庭
園
都
市
と
し
て

の
名
声
も
あ
る
。
都
市
政
策

面
、
産
業
振
興
面
（
そ
し
て

教
育
や
学
術
面
に
お
け
る
産

官
学
で
の
交
流
を
深
め
る
価

値
の
あ
る
都
市
で
あ
ろ
う
。

ポートランドに見るまちづくりと産業振興 回

無
秩
序
な
開
発
抑
制

米
国

・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

の
都
市
政
策
の
も
う

一
つ

の
特
徴
は
、
都
市
成
長
の

境
界
を
定
め
る
こ
と
に
よ

る
都
市
成
長
管
理
政
策
の

実
施
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ

レ
ゴ
ン
州
の
土
地
利
用
政

策
と
運
動
し
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
人
口
増
加
に
よ
る
都

市
の
ス
プ

ロ
ー
ル
開
発
を

抑
制
し

て
き
た

の
で
あ

る
。都

市
成
長
境
界
線
を
決

め
る
の
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
だ
け
の
意
思
決
定
で
は

な
い
。
周
辺
の
２３
自
治
体

と
構
成
さ
れ
る
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ

（
メ
ト
ロ
）
と
呼
ば
れ

る
地
域
政
府
に
よ

っ
て
決

定
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

は
、
選
挙
に
よ

っ
て
議
員

が
運
ば
れ
、
徴
税
権
や
起

債
権
を
持
つ
。
腎
本
に
は

広
域
連
合
は
あ

っ
て
も
こ

う
し
た
広
域
政
府
は
存
在

し
な
い
。
米
国
で
も
こ
こ

だ
け
だ
と
聞
い
て
い
る
。

高
度
な
土
地
利
用

こ
こ
で
も
住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
が
貫
か
れ
て
い

る
。
■
９
９
４
年
に
策
定
さ

れ
た
２
０
４
０
年
の
都
市
圏

成
長
構
想
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
に
よ
り
示
さ
れ
た
複
数
の

将
来
像
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
何
度
も
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
資
料
を

公
開
す
る
こ
と
で
住
民
が
豊

富
な
情
報
に
基
づ
く
選
択
を

可
能
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
か
つ
て
計
画
さ
れ
た
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
を
横
断
す
る
バ

イ
パ
ス
道
路
計
画
は
中
止
さ

れ
、
路
面
電
車
に
変
わ

っ
た
。

都
市
の
無
秩
序
な
外
延
的

拡
大
を
抑
制
す
る
成
長
管
理

政
策
の

一
方
で
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
再
生
と
高
密
度
な
土

地
利
用
を
目
指
す
の
が
ポ
ー

ト
ラ

ン
ド
の
外
局
で
あ
る

「ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
開
発
委
員

会
」
で
あ
る
。
都
市
内
の
再

開
発
地
区
を
定
め
、
そ
こ
の

資
産
価
値
を
高
め
る
べ
く
投

資
を
行
う
。
何
年
か
後
に
資

産
価
値
が
上
が
り
、
固
定
資

産
税
の
増
収
に
よ
り
結
果
的

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
す
る
。
市
街
地
の
空

き
地
や
駐
車
場
が
減
少
し
、

高
度
な
土
地
利
用
が
路
面
電

車
の
駅
を
中
心
に
生
ま
れ
て

い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

人
と
環
境
に
優
し
い
都
市

を
目
指
す
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で

は
、
地
域
振
興
で

「
環
境
の

良
い
ま
ち
は
経
済
も
発
展
す

る
」
と
い
う
理
念
が
あ
る
。

こ
れ
が
産
業
振
興
を
つ
か
さ

ど
る

「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
開
発

委
員
会
」
の
も
う

一
つ
の
役

目
だ
。　
三
言
で
い
う
と
、
都

市
全
体
と
し
て
の
外
貨
獲
得


